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図 1 実験室で再現した代表的なメカニカルシ ールしゅう
動面のき裂
By Kenji MATSUDA, Mechanical and Control Engineering Department, Faculty of Engineering, Kyushu Institute of Technology (1 l, Sensui 
cha, Tobata-ku, Kitakyushu-shi, Fukuoka 804 8550) and Chu SAKAE, Department of Intelligent Machinery and Systems, Faculty of 
Engineering, Kyushu University (10 1, Hakozaki 6 chome, Higashi ku, Fukuoka-shi, Fukuoka 812-8581) 












にされていなかった． 小宮ら4） は， き裂発生時を
直接監視できるアルミナ試験片を用いて， メカニ
カルシ ールしゅう動リングのき裂再現実験を実施


















































いる． また， このような残留応力の発生は， 熱応
力だけでは説明できず， 熱と機械的作用の両方に
起因した応力による塑性変形によって生じると予
測している． 松田ら同 は， 離散的接触を前提と





論を得ている． ただし， 松田らの結果は， しゅう






















学会2001年発行の 『Stress Intensity Factors






























































の 近似解法は次のように変遷した. HEARLE 
]OHNSON20＞は塑性せん断ひずみだけを取り扱っ
た 解 析 を 行 な い ， BOWER JOHNSON刊 は
ARMSTRONG-FREDERICKの非線形移動硬化則 22)
を採用した. McDOWELL MOYAR23＞は2面モデ
ルに よ る 非線形移動硬化 則 を用 い，JIANG­
SEHITOGLU24＞は独自に開発したラチェッテイン































































































































測定し， .d.Ki.thと比較した． この結果は， 鉄鋼圧
延用補強ロ ー ルのスポーリングき裂の解析にも利
用されている55）. ただし， 村上ら54）はSUJ2の
.d.Ki.1thとして13 ～ 15 MPa·m112 を報告していた
が， 大塚ら印）の最近の研究で得られたSUJ2の
.d.Ki.1thは3MPa ・m 112程度であり， 研究の進展が
期待されている．
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助教授． 主として押込み ・ 反発硬さ試験に
関する研究およびメカニカルシールしゅう
動面のき裂発生問題に関する研究に従事．
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